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(57)【要約】
　アリルメタクリレートと中央主鎖に共有結合したポリエチレングリコールの少なくとも
１つの重合体セグメントとを含む高分子化合物を含むヘアケア組成物。好ましい化合物は
ポリ［ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメタクリレート－コ－アリルメタクリ
レート］である。より特定的には化合物が、ジ（エチレングリコール）メチルエーテルメ
タクリレート（ＤＥＧＭＥＭＡ）とアリルメタクリレート（ＡＭＡ）とから製造される。
組成物は、傷め易い処理から毛髪を保護するためまたは傷んだ毛髪を修復するために使用
することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アリルメタクリレートと中央主鎖に共有結合したポリエチレングリコールの少なくとも
１つの重合体セグメントとを含む高分子化合物を含むヘアケア組成物。
【請求項２】
　中央主鎖がアクリレート、メタクリレート基またはこれらの混合物を含む請求項１に記
載のヘアケア組成物。
【請求項３】
　ポリマーの分子量Ｍｗが５，０００から６０，０００である請求項１または２に記載の
ヘアケア組成物。
【請求項４】
　中央主鎖の内部のアクリレート、メタクリレート基の数が２から１０である請求項１か
ら３のいずれかに記載のヘアケア組成物。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の高分子化合物を毛髪に塗布することによる毛髪の保
護方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の高分子化合物に共有結合した毛髪繊維。
【請求項７】
　ポリ［ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメタクリレート－コ－アリルメタク
リレート］の高分子化合物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪繊維およびその他のケラチン物質を傷め易い処理から保護するための新
規なポリマーおよびこれらの使用に関する。
【０００２】
　毛髪の損傷は典型的には、毛髪繊維からのキューティクルおよびタンパク質の損失、毛
髪繊維の乾燥、毛髪繊維の脆弱性、毛髪の破断、毛髪末端のささくれまたは分裂として表
れる。
【０００３】
　日常の多くの行為が毛髪を傷める。たとえば、毛髪損傷の環境的原因は紫外線被曝およ
び塩素の接触を含む。毛髪損傷の化学的原因は、脱色、パーマおよび縮毛矯正、刺激の強
い界面活性剤を基材とする洗浄用シャンプー組成物を用いた過度に頻繁な洗髪などの処理
を含む。毛髪損傷の機械的原因は、過度のブラッシングおよび櫛梳き、毛髪乾燥用および
スタイリング用の加熱器具の長時間使用などを含む。
【背景技術】
【０００４】
　ＷＯ２００８／０５８９８９は、ポリエチレングリコールを含む高分子化合物を毛髪に
共有結合させることによって毛髪の損傷を防止する持続的な方法を記載している。
【０００５】
　本発明の解決すべき課題は毛髪の損傷防止であるが、傷んだ毛髪の修復方法も追加の利
点として記載されている。またこの方法に使用したポリマーの製造は比較的容易でもある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２００８／０５８９８９号
【発明の概要】
【０００７】
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　本発明は、アリルメタクリレートと中央主鎖に共有結合したポリエチレングリコールの
少なくとも１つの重合体セグメントとを含む高分子化合物を含むヘアケア組成物に関する
。
【０００８】
　本発明はまた、毛髪を誘導体化するための上記に記載の高分子化合物の使用を提案する
。
【０００９】
　本発明の別の目的は上記に記載の高分子化合物に共有結合した毛髪繊維である。
【００１０】
　ポリ［ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメタクリレート－コ－アリルメタク
リレート］のポリマーも特許請求の範囲に記載されている。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、高分子化合物のアリルメタクリレートと少なくとも１つのエチレングリコー
ルセグメントとを毛髪に共有結合させることによって毛髪を保護する方法に関する。ポリ
エチレングリコールによるタンパク質の変性はＰＥＧ化として周知である。
【００１２】
　好ましくは高分子化合物が、中央主鎖に共有結合したエチレングリコールの少なくとも
１つの重合体セグメントを含んでおり、好ましくは中央主鎖が、アクリレート、メタクリ
レート基またはこれらの混合物を含む。したがって１つの記述方法によれば、ポリエチレ
ングリコールを含む好ましい高分子化合物はＰＥＧポリマーまたはＰＥＧセグメントのク
ラスターの付いた中央主鎖を有している。
【００１３】
　ポリマーの分子量Ｍｗは好ましくは１，０００から１００，０００、より好ましくは５
，０００から６０，０００、最も好ましくは１０，０００から５０，０００である。
【００１４】
　また、中央主鎖内部のアクリレート、メタクリレート基の数は１から２０、好ましくは
２から１０であるのが好ましい。
【００１５】
　ポリエチレングリコールを含む高分子化合物は上記に加えて他の重合単位を含み得る。
【００１６】
　好ましいポリマーの種類は、ポリ［ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメタク
リレート－コ－アリルメタクリレート］であり、これはまたω－ビニル－ポリ［ポリ（エ
チレングリコール）メチルエーテルメタクリレート－コ－アリルメタクリレート］という
別名で知られている。
【００１７】
　このようなポリマーは通常は触媒連鎖移動重合（ＣＣＴＰ）によって製造され、従って
ＣＣＴＰポリマーとして知られている。
【００１８】
　　ポリエチレングリコールを含む高分子化合物の配合量は好ましくは全組成物の０．０
１から１５重量％、より好ましくは０．１から１０重量％である。
【００１９】
　製品形態
　本発明による毛髪トリートメント組成物の最終製品形態は適正には、たとえばシャンプ
ー、コンディショナー、スプレー、ムース、ジェル、ワックスまたはローションである。
【００２０】
　製品はリーブオン製品（少なくとも３０分間毛髪上に維持する）でもよくまたはウォッ
シュオフ製品、特にシャンプーまたは洗髪後コンディショナーでもよい。
【００２１】
　本発明の配合物のｐＨはｐＨ３からｐＨ１１の範囲であり、より好ましくは３から８ま
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でのｐＨで使用される。
【００２２】
　毛髪トリートメント組成物の基材配合物
　本発明の組成物はシャンプー処方であってもよい。シャンプー組成物は好ましくは、１
種以上の洗浄用界面活性剤を含み、該界面活性剤は化粧品として許容できまた毛髪への局
所適用に好適である。界面活性剤が乳化剤としてさらに存在してもよい。
【００２３】
　適切な洗浄用界面活性剤はアニオン性、両性および双イオン性界面活性剤およびこれら
の混合物から選択される。洗浄用界面活性剤は乳化剤と同じ界面活性剤でもよくまたは異
なるものでもよい。
【００２４】
　アニオン性洗浄用界面活性剤
　本発明のシャンプー組成物は典型的には、化粧品として許容できまた毛髪への局所適用
に好適である１種以上のアニオン性洗浄用界面活性剤を含んでいる。
【００２５】
　適切なアニオン性洗浄用界面活性剤の例は、アルキルスルフェート、アルキルエーテル
スルフェート、アルカリールスルホネート、アルカノイルイセチオネート、アルキルスク
シネート、アルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルキルサルコシネート、アルキルホスフ
ェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテルカルボキシレートおよびα－
オレフィンスルホネート、特にこれらのナトリウム、マグネシウム、アンモニウムならび
にモノ－、ジ－およびトリエタノールアミン塩である。アルキルおよびアシル基は一般的
に８から１８個の炭素原子を含有し、不飽和であってもよい。アルキルエーテルスルフェ
ート、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレートは１分子
あたり１から１０個のエチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位を含有し得る。
【００２６】
　本発明のシャンプー組成物に使用するための典型的なアニオン性洗浄用界面活性剤は、
オレイルスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ラウリル硫
酸アンモニウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、ラウリルイセチオン酸ナトリウムお
よびＮ－ラウリルサルコシン酸ナトリウムを含む。最も好ましいアニオン性界面活性剤は
、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム（ｎ）ＥＯ［ここに、ｎは
１から３の範囲］、ラウリル硫酸アンモニウムおよびラウリルエーテル硫酸アンモニウム
（ｎ）ＥＯ［ここに、ｎは１から３の範囲］である。
【００２７】
　本発明のシャンプー組成物中のアニオン性洗浄用界面活性剤の全量は一般的に全組成物
の５から３０重量％、好ましくは６から２０重量％、より好ましくは８から１６重量％で
ある。
【００２８】
　補助界面活性剤
　シャンプー組成物は場合により補助界面活性剤、好ましくは両性または双イオン性界面
活性剤を含み、これらは０から約８重量％、好ましくは１から４重量％の範囲の量で含有
され得る。
【００２９】
　両性および双イオン性界面活性剤の例は、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピル
ベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、アルキルグリシネート、アルキルカ
ルボキシグリシネート、アルキルアンホプロピオネート、アルキルアンホグリシネート、
アルキルアミドプロピルヒドロキシスルタイン、アシルタウレートおよびアシルグルタメ
ートを含む。これらのアルキルおよびアシル基は８から１９個の炭素原子を有している。
本発明のシャンプー組成物に使用するための典型的な両性および双イオン性界面活性剤は
、ラウリルアミンオキシド、ココジメチルスルホプロピルベタインおよび好ましくはラウ
リルベタイン、コカミドプロピルベタイン、コカンホプロピオン酸ナトリウムを含む。
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【００３０】
　別の好ましい補助界面活性剤は非イオン性界面活性剤であり、これらは全組成物の０か
ら８重量％、好ましくは２から５重量％の範囲の量で含有され得る。
【００３１】
　たとえば、本発明のシャンプー組成物に含有させ得る代表的な非イオン性界面活性剤は
、直鎖状または分枝状の脂肪族（Ｃ８－Ｃ１８）第一級または第二級アルコールまたはフ
ェノールとアルレンオキシド通常はエチレンオキシドとの一般的に６から３０個のエチレ
ンオキシド基を有している縮合生成物を含む。
【００３２】
　本発明のシャンプー組成物に含有させ得る別の非イオン性界面活性剤はアリルポリグリ
コシド（ＡＰＧ）類である。典型的にはＡＰＧは、１つ以上のグリコシル基のブロックに
（場合により架橋基を介して）連結されたアルキル基を含むものである。好ましいＡＰＧ
類は次式：
　　　　　ＲＯ－（Ｇ）ｎ

によって定義され、式中のＲは分枝状または直鎖状のＣ５からＣ２０のアルキルまたはア
ルケニル基であり、Ｇは糖基であり、ｎは１から１０である。
【００３３】
　シャンプー組成物はまた場合により、全組成物の０．０１から１０重量％、より好まし
くは０．０５から５重量％、最も好ましくは０．０５から２重量％の範囲の量で含有され
る１種以上のカチオン性補助界面活性剤を含むことができる。有用なカチオン性界面活性
剤はコンディショナー組成物に関連してこの文中に記載されている。
【００３４】
　本発明のシャンプー組成物中の界面活性剤の全量（存在する場合には補助界面活性剤お
よび／または乳化剤を含める）は一般的に５から５０、好ましくは５から３０、より好ま
しくは１０から２５重量％である。
【００３５】
　カチオン性付着ポリマー
　カチオン性付着ポリマーは、特に本発明のシャンプー組成物中の好ましい成分である。
【００３６】
　カチオン性ポリマーはホモポリマーでもよく、または、２種類以上のモノマーから形成
されてもよい。ポリマーの分子量は一般的には５，０００から１０，０００，０００ドル
トン、典型的には少なくとも１０，０００であり、好ましくは１００，０００から２，０
００，０００の範囲である。ポリマーは第四級アンモニウムまたはプロトン化アミノ基の
ようなカチオン性窒素含有基またはこれらの混合物を有している。
【００３７】
　カチオン性窒素含有基は一般的にカチオン性ポリマーの全モノマー単位の一部分に置換
基として存在する。従ってポリマーがホモポリマーでないとき、該ポリマーは非カチオン
性モノマー単位をスペーサーとして含有できる。このようなポリマーはＣＴＦＡ　Ｃｏｓ
ｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ，３ｒｄ　ｅｄｉｔｉｏｎに記
載されている。カチオン性モノマー単位対非カチオン性モノマー単位の比は必要な範囲の
カチオン電荷密度を有するポリマーを与えるように選択される。
【００３８】
　カチオン性付着ポリマーは一般的に組成物の０．０１から５、好ましくは０．０２から
１、より好ましくは０．０４から０．５重量％の配合量で本発明の組成物中に存在する。
【００３９】
　コンディショニング界面活性剤
　コンディショナー組成物は通常は、化粧品として許容でき毛髪への局所適用に好適であ
る１種以上のコンディショニング界面活性剤を含む。
【００４０】
　適切なコンディショニング界面活性剤はカチオン性界面活性剤から選択され、単独で使
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用されるかまたは混用される。
【００４１】
　本発明の組成物に有用なカチオン性界面活性剤は、本発明の水性組成物に溶解したとき
に正電荷を帯びるアミノまたは第四級アンモニウム親水性部分を含有している。
【００４２】
　適切なカチオン性界面活性剤の例は、一般式：
【００４３】
【化１】

に対応するものであり、式中の、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は独立に、（ａ）炭素原子
数１から２２の脂肪族基、または、（ｂ）２２個以下の炭素原子を有している芳香族、ア
ルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリールまた
はアルキルアリール基から選択され、Ｘは、ハロゲン（たとえば、クロリド、ブロミド）
、アセテート、シトレート、ラクテート、グリコレート、ホスフェート、ニトレート、ス
ルフェートおよびアルキルスルフェート基から選択されたアニオンのような塩形成アニオ
ンである。
【００４４】
　脂肪材料
　本発明のコンディショナー組成物は好ましくはさらに脂肪材料を含む。コンディショニ
ング組成物中の脂肪材料とカチオン性界面活性剤との併用は、カチオン性界面活性剤を分
散させている構造化相の形成に導くので特に有利であると考えられている。
【００４５】
　“脂肪材料”は脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコール、脂肪酸またはこれら
の混合物を意味する。
【００４６】
　好ましくは脂肪材料のアルキル鎖が完全に飽和している。
【００４７】
　代表的な脂肪材料は８から２２個の炭素原子、より好ましくは１６から２２個の炭素原
子を含んでいる。適切な脂肪アルコールの例は、セチルアルコール、ステアリルアルコー
ルおよびこれらの混合物を含む。これらの材料の使用はまた、本発明の組成物の総合的コ
ンディショニング特性にも貢献するという点で有利である。
【００４８】
　アルキル鎖に約１２から約１８個の炭素原子を有しているアルコキシル化（たとえば、
エトキシル化またはプロポキシル化）脂肪アルコールは脂肪アルコール自体に代替または
付加して使用することができる。適例は、エチレングリコールセチルエーテル、ポリオキ
シエチレン（２）ステアリルエーテル、ポリオキシエチレン（４）セチルエーテルおよび
これらの混合物を含む。
【００４９】
　本発明のコンディショナー中の脂肪アルコール材料の配合量は適正には全組成物の０．
０１から１５重量％、好ましくは０．１から１０重量％である。カチオン性界面活性剤対
脂肪アルコールの重量比は適正には１０：１から１：１０、好ましくは４：１から１：８
、最適には１：１から１：７である。
【００５０】
　懸濁化剤
　好ましい実施態様において、本発明のシャンプー組成物はさらに、コーテッド粒子のた
めの懸濁化剤を０．１から５重量％含有する。適切な懸濁化剤は、ポリアクリル酸、アク
リル酸の架橋ポリマー、アクリル酸と疎水性モノマーとのコポリマー、カルボン酸含有モ
ノマーとアクリルエステルとのコポリマー、アクリル酸とアクリレートエステルとの架橋
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コポリマー、ヘテロ多糖ガムおよび結晶質長鎖アシル誘導体から選択される。長鎖アシル
誘導体は望ましくは、エチレングリコールステアレート、１６から２２個の炭素原子を有
している脂肪酸のアルカノールアミドおよびこれらの混合物から選択される。エチレング
リコールジステアレート、ポリエチレングリコール３ジステアレートが好ましい長鎖アシ
ル誘導体である。ポリアクリル酸はＣａｒｂｏｐｏｌ　４２０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４８
８またはＣａｒｂｏｐｏｌ　４９３として市販されている。多官能剤で架橋されたアクリ
ル酸のポリマーも使用でき、それらは、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９１０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　
９３４、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４１およびＣａｒｂｏｐｏｌ
　９８０として市販されている。モノマー含有カルボン酸とアクリル酸エステルとのコポ
リマーの適例はＣａｒｂｏｐｏｌ　１３４２である。すべてのＣａｒｂｏｐｏｌ（商標）
材料はＧｏｏｄｒｉｃｈから入手できる。
【００５１】
　アクリル酸とアクリレートエステルとの架橋ポリマーの適例はＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ１
またはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２である。適切なヘテロ多糖ガムはキサンタンガムであり、
たとえばＫｅｌｚａｎ　ｍｕとして入手可能である。
【００５２】
　懸濁化剤は好ましくは高分子懸濁化剤である。
【００５３】
　スタイリングポリマー
　組成物がスタイリング製品であるならばスタイリングポリマーが存在するのが好ましい
。
【００５４】
　存在するならばヘアスタイリングポリマーは好ましくは０．００１から１０重量％、よ
り好ましくは０．１から１０重量％、たとえば１から８重量％の量で本発明の組成物中に
存在する。
【００５５】
　ヘアスタイリングポリマーは公知である。適正なヘアスタイリングポリマーは、ポリマ
ーをカチオン性、アニオン性、両性または非イオン性にする部分を含有している市販のポ
リマーを含む。適正なヘアスタイリングポリマーはたとえば、ブロックおよびグラフトコ
ポリマーを含む。ポリマーは合成でもよくまたは天然由来でもよい。
【００５６】
　ポリマーの量は組成物の全重量を基準として０．５から１０重量％、好ましくは０．７
５から６重量％の範囲でよい。
【００５７】
　補助剤
　本発明の組成物はさらにヘアケアに適した補助剤を含有し得る。一般的にこのような成
分は個々に、全組成物の２重量％以下、好ましくは１重量％以下の配合量で含まれている
。
【００５８】
　適切なヘアケア補助剤はアミノ酸およびセラミドを含む。
【００５９】
　次に本発明を以下の非限定実施例によって説明する。
【００６０】
　本発明の実施例を数字によって示し、比較例を文字によって示す。
【００６１】
　本発明のポリマーをＣＣＴＰによって図１に記載されているように製造した。
【実施例】
【００６２】
　ＣＣＴＰコポリマーＰＥＧ－ＡＭＡ（Ｍｗ３８００）の製造
　磁気撹拌棒を備えた丸底フラスコにメタノール（３８ｍＬ）および脱塩した水（３８ｍ
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Ｌ）を入れ、スバシール、パラフィルムで密閉し、実験開始前に窒素で２時間パージした
。ジ（エチレングリコール）メチルエーテルメタクリレート（ＤＥＧＭＥＭＡ）モノマー
（２９．４１ｍＬ、０．１６Ｍｏｌ、１８８．２２ｇ．ｍｏｌ－１）を、アリルメタクリ
レート（ＡＭＡ）モノマー（１．０７ｍＬ、０．００８Ｍｏｌ、１２６ｇ．ｍｏｌ－１）
と共に丸底フラスコに入れ、スバシール、パラフィルムで密閉し、窒素で２時間パージし
た。磁気撹拌棒を備えた丸底フラスコに開始剤４，４’－アゾビス（４－シアノ－吉草酸
）（ＣＶＡ）（０．２８ｇ、８．２１×１０－４Ｍｏｌ、２８０．２８ｇ．ｍｏｌ－１）
を入れ、スバシール、パラフィルムで密閉し、窒素で２時間パージした。磁気撹拌棒を備
えた丸底フラスコにビス（ボロンジフルオロジメチルグリオキサメート）コバルト（ＩＩ
）（ＣｏＢＦ、連鎖移動剤）（３．０６ｍｇ、７．９７×１０－６Ｍｏｌ、５０３ｇ．ｍ
ｏｌ－１）を入れ、スバシール、パラフィルムで密閉し、窒素で２時間パージした。
【００６３】
　ＣＶＡの入った丸底フラスコにＭｅＯＨとＨ２Ｏとの混合物をカニューレで導入し、フ
ァジー論理温度調節器を備えた油浴で溶液を８０℃に加熱した。ＣｏＢＦの入った丸底フ
ラスコにＤＥＧＭＥＭＡ／ＡＭＡモノマー混合物をカニューレで導入し、この溶液の３．
２ｍＬを溶媒／開始剤の入った丸底フラスコに脱泡シリンジを使用して移した。フィード
ポンプを使用して残りのモノマー／ＣｏＢＦ混合物を溶媒／ＣＶＡ混合物に０．４３ｍＬ
／分の流速で供給し（供給は６０分で完了した）、脱泡シリンジを使用して分析用サンプ
ルを定期的に採取した。５時間後に油浴から反応溶液を取り出し、反応溶液を空気で泡立
たせた。
【００６４】
　精製
　液体窒素で冷却した収集フラスコにつないだ真空ポンプを使用して反応容器中の残りの
モノマーと溶媒を除去した。サンプルフラスコは溶液の凍結を防止するために３０℃に加
熱した。
【００６５】
　ＰＥＧ化ポリマーの製造
　比較用のＰＥＧ化ポリマーはＷＯ２００８／０５８９８９の記載通りに製造した。
【００６６】
　ＤＳＣ試験
　サンプル製造
　欧米人の毛髪繊維をＬ’Ｏｒｅａｌ　ｐｌａｔｉｆｉｚ　ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　ｐｏｗ
ｄｅｒおよびＯｘｙｄａｎ　ｃｒｅｍｅ（１：１．５）を３０分間使用して２回脱色し、
水道の流水で完全にすすぎ、次回の塗布まで一夜自然乾燥した。これらの毛髪繊維を１％
の活性溶液および水（対照として）のそれぞれにｐＨ５．５で１時間浸漬し、蒸留水で３
０秒間すすぎ、一夜自然乾燥した。次に、ハサミで約２ｍｍ長さにカットした。
【００６７】
　ＤＳＣ法
　耐圧（２５バール）ステンレススチール製大容量パン（６０μｌ容量）に約６ｍｇのサ
ンプルを計量した。５０μｌの水を加えてパンを密閉した。次に回転ミキサーを使用して
サンプルを撹拌し、一夜静置してサンプル内部を水で平衡させた。サンプルを３０ｍｌ／
分の窒素雰囲気中、５℃／分の速度で１２０から１８０℃という温度プログラムで処理し
た。ヘリックス転移温度を収集し、一元配置ＡＮＯＶＡで分析した。各サンプルを少なく
とも４回試験した。
【００６８】
　ＤＳＣデータ
　脱色した毛髪繊維と脱色してＰＥＧ化した毛髪繊維のＤＳＣデータを以下の表１に与え
る。高い変性温度（Ｔｄ）は毛髪が変性しないことを示す。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　本発明の実施例は傷んだ毛髪に比較して１０℃の強化を示す。
　毛髪をＰＥＧ化しただけの比較例（ＡおよびＢ）は毛髪の損傷防止の程度が低い。
【手続補正書】
【提出日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本質的にアリルメタクリレートと中央主鎖に共有結合したポリエチレングリコールの少
なくとも１つの重合体セグメントとからなる高分子化合物を含む組成物を毛髪に塗布する
ことによる毛髪の保護方法。
【請求項２】
　中央主鎖がアクリレート、メタクリレート基またはこれらの混合物を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　ポリマーの分子量Ｍｗが５，０００から６０，０００である請求項１または２に記載の
方法。
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【請求項４】
　中央主鎖の内部のアクリレート、メタクリレート基の数が２から１０である、請求項１
から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の高分子化合物に共有結合した毛髪繊維。
【請求項６】
　本質的にポリ［ポリ（エチレングリコール）メチルエーテルメタクリレート－コ－アリ
ルメタクリレート］からなる高分子化合物。
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